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○ 特集では、平成３０年に発生した災害等への対応や、重点的に実施した施策等に

ついて記載

特集１ 平成 30 年７月豪雨の被害と対応 

特集２ 最近の地震の被害と対応 

特集３ 消防防災ヘリコプターの安全運航体制の強化 

特集４ 消防の広域化の推進 

特集５ 消防団を中核とした地域防災力の充実強化 

特集６ 女性消防吏員の更なる活躍の推進 

特集７ 住宅宿泊事業（民泊）における防火安全対策 

特集８ AIやロボット等を活用した消防防災体制の充実 

特集９ 日本の規格に適合する消防用機器等の海外展開 

特集 10 熱中症への対応 

○ 第１章以下では、火災や風水害をはじめとする各種災害の統計数値を含む現況と

課題、消防防災の組織と活動等について記載

・災害の現況と課題（火災予防、風水害対策、震災対策 等）

・消防防災の組織と活動（消防体制、消防職団員の活動、救急体制 等）

・国民保護への対応

・自主的な防火防災活動と災害に強い地域づくり

・国際的課題への対応

・消防防災の科学技術の研究・開発
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 消防白書は、国民の生命、身体及び財産を災害等から守る消防防災活動につ
いて紹介するものであり、毎年刊行しています。 
 平成３０年版消防白書では、特集において、最近発生した災害を踏まえた対
応のほか、消防防災ヘリコプターの安全運航体制の強化や、消防の広域化の推
進、消防団を中核とした地域防災力の充実強化、女性消防吏員の更なる活躍の
推進、消防用機器等の海外展開等について記載しています。
なお、消防白書は、消防庁のホームページに掲載します。

http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h30/h30/index.html

